
有償アドオン「VSPGx」は、薬理ゲノミクスにおける臨床的解釈を行うためのソフトウェアです。このアドオンで利用可能な
PGx Variant Detection and Recommendationアルゴリズムは、CYPなどの薬物代謝酵素の遺伝子におけるディプロ
タイプを特定し、それらにClinical Pharmacogenetics Implementation Consortium (CPIC)によって推奨されてい
る薬剤情報のアノテーションを付けます。

【構造多型】
 PGx Variant Detection and Recommendation
アルゴリズムを使用して、構造的多型およびコピー数の欠
失または重複と関連する表現型データと治療推奨事項を
レポートすることができます。

【推奨情報とのマッチング】
各遺伝子にディプロタイプが割り当てられると、VSPGxは
これらのディプロタイプと対応する表現型および薬剤投与な
どの推奨事項と照合します。

【レポート出力】
 PGx Variant Detection and Recommendation
アルゴリズムを実行した後、VSPGxのカスタマイズ可能なレ
ポートシステムを使用して臨床レポートを作成できます。
VSPGxには、カスタムレポート作成に便利なMicrosoft
Wordベースのレポートテンプレートが付属しています。

【アレルの同定】
CPICガイドラインに従い、薬物代謝酵素などの遺伝子

上に存在するスターアレルを特定し、遺伝子のディプロタイ
プを同定します。
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